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特集
「
和
の
政
治
」
を
掲
げ
、
東
北
地
方
と
漁
業
の
発
展
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
漁
民
宰
相



　
鈴
木
善
幸
氏
は
、
明
治
　
年
１
月

４４

　
日
、
鈴
木
善
五
郎
・
ひ
さ
夫
妻
の

１１長
男
と
し
て
大
き
な
網
元
の
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
善
幸
氏
は
山
田
尋
常
小
学
校
か
ら

県
立
水
産
学
校
（
現
・
宮
古
水
産
高

校
）
へ
と
進
学
。
当
時
の
三
陸
沿
岸

漁
村
は
、
ど
こ
も
戦
後
の
不
景
気
と

不
漁
続
き
で
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て

お
り
、
鈴
木
家
も
決
し
て
裕
福
な
暮

ら
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
学
生
時
代
の
善
幸
氏
は
秦
秀
才
芯

と
あ
だ
名
が
付
く
ほ
ど
成
績
は
常
に

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
テ
ニ
ス
に
も
励

む
文
武
両
道
の
青
年
で
し
た
。

　
そ
の
後
農
林
省
水
産
講
習
所
（
現

漁
協
運
動
か
ら
政
治
の
道
へ

貧
困
に
あ
え
ぐ
漁
村
を
救
う
た
め
、
１
人
の
青
年
が
立
ち
上
が
っ
た

　
時
は
明
治
末
期
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
三
陸
沿
岸
の
漁
村
は
戦
後
の
不
況
や
不
漁
、

自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
、
貧
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
苦
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
続
け
る
漁
村
の
窮
状
を
見
か
ね
て
、
本
町
か
ら
１
人
の
青
年
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
青
年
は
漁
民
の
実
情
を
訴
え
、
漁
協
運
動
に
身
を
投
じ
ま
す
が
、
や
が

て
そ
の
活
動
に
限
界
を
感
じ
、
政
治
の
世
界
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
す
―
―
。

●特集　鈴木善幸

幼少期の鈴木善幸氏＝写真提供・鈴木俊一事務所＝

【２】

東
京
海
洋
大
学
）
に
進
学
し
ま
し
た

が
、
在
学
中
、
善
幸
氏
は
自
ら
の
将

来
を
大
き
く
決
定
付
け
ら
れ
る
出
来

事
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
８
年
の
「
三
陸
津
波
」
が
 

鈴
木
青
年
の
運
命
を
変
え
た
 

　
同
年
３
月
３
日
、
釜
石
沖
を
震
源

と
す
る
三
陸
地
震
が
発
生
し
、
巨
大

な
津
波
が
本
町
を
は
じ
め
と
し
た
三

陸
沿
岸
に
襲
い
掛
か
り
ま
し
た
。
こ

の
津
波
に
よ
る
被
害
は
上
閉
伊
郡
、

下
閉
伊
郡
、
気
仙
郡
、
九
戸
郡
の
４

郡
合
わ
せ
て
死
者
１
４
０
８
人
、
行

方
不
明
者
１
２
６
３
人
、
家
屋
流
出

２
９
６
９
戸
、
焼
失
２
５
０
戸
、
船

の
流
出
６
７
６
８
隻
（
山
田
町
津
波

昭和８年の三陸大津波の惨状

誌
）
に
も
上
り
、
本
町
も
大
変
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
善
幸
氏
は
た
ま
た
ま
山

田
に
帰
省
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
家

族
と
命
か
ら
が
ら
高
台
へ
避
難
。
そ

の
後
被
害
に
遭
っ
た
個
所
を
巡
り
、

そ
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

　
不
況
と
深
刻
な
生
活
苦
に
苦
し
ん

で
い
た
と
こ
ろ
へ
、
こ
の
大
災
害
で

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
三
陸
沿
岸
の
漁
村
。
善

幸
氏
は
漁
村
を
何
と
か
し
た
い
、
郷

土
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
い

う
思
い
か
ら
、
政
治
の
世
界
を
意
識

し
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

漁
協
運
動
に
情
熱
を
注
ぐ
も
 

限
界
を
感
じ
政
治
の
世
界
へ

　
貧
困
の
原
因
が
現
在
の
漁
業
体
系

に
あ
る
と
考
え
た
善
幸
氏
は
、
漁
協

制
度
を
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
、
漁
協
運
動
に
身
を
投
じ
て

貧
し
い
漁
民
の
実
情
を
訴
え
ま
し
た
。

　
水
産
講
習
所
を
卒
業
し
た
善
幸
氏

は
大
日
本
水
産
会
、
全
漁
連
を
経
て

中
央
水
産
業
会
に
移
り
、
同
会
の
廃

止
問
題
で
労
働
組
合
の
委
員
長
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
活
動

を
続
け
る
中
で
道
路
や
漁
業
関
連
施

設
の
整
備
、
燃
料
と
な
る
石
油
の
供

給
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
政
治
の
力

の
必
要
性
に
直
面
し
、
漁
協
運
動
の

限
界
を
痛
感
し
ま
す
。
そ
こ
で
善
幸

氏
は
政
治
の
世
界
へ
進
む
こ
と
を
決

意
し
た
の
で
し
た
。

●特集　鈴木善幸

昭和４年、県立水産学校を卒業した時の鈴木善幸氏（前列中央）
＝写真提供・県立宮古水産高校同窓会「岩水会」＝

　優等生でスポーツマン

だった善幸さんはわたし

たちの憧れの的で、後ろ

を「善幸さん、善幸さん」

県立水産学校時代の

善幸さんを知る

と慕う子供たちが追いかけて歩いたものでした。テニ

スのキャプテンや弁論の主将も務める一方、成績も優

秀だったので「善幸はいつ勉強しているんだ」と言わ

れていたそうです。親戚だったこともあり、善幸さん

にはいつも気にかけていただいて、小学校を卒業する

ときには東京から手紙が送られてきました。友達に自

慢しようと見せたら、取り合いになっていつの間にか

なくなってしまったことが思い出されますよ。

阿 部 政 
まさ

 哉 さん
や

（川向町・９０歳）

【３】



【４】

「
漁
民
宰
相
」の
誕
生

　
鈴
木
善
幸
氏
は
、
昭
和
　
年
４
月

２２

の
総
選
挙
で
旧
社
会
党
か
ら
出
馬
し

初
当
選
、　

年
１
月
の
衆
院
選
で
は

２４

民
主
自
由
党
か
ら
出
馬
し
当
選
し
ま

し
た
。
自
民
党
結
成
後
は
昭
和
　
年
３５

の
第
３
次
池
田
内
閣
に
郵
政
大
臣
と

し
て
初
入
閣
。　

年
に
は
官
房
長
官

３９

を
務
め
ま
し
た
。　

年
に
佐
藤
内
閣

４０

で
厚
生
大
臣
、　

年
に
は
自
民
党
総

４３

務
会
長
に
就
任
。
以
後
佐
藤
、
田
中
、

大
平
各
政
権
で
通
算
　
期
に
わ
た
っ

１０

て
総
務
会
長
を
務
め
、
党
内
の
調
整

役
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

ま
た
、　

年
に
は
福
田
内
閣
で
農
林

５１

大
臣
と
し
て
、
北
方
領
土
問
題
な
ど

が
絡
ん
だ
日
ソ
２
０
０
海
里
漁
業
交

渉
な
ど
を
手
掛
け
ま
し
た
。

水
産
施
策
創
設
な
ど
に
尽
力

　
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
鈴
木
善
幸

氏
は
、
ま
ず
安
全
に
漁
が
で
き
る
よ

う
漁
港
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
漁
港
法
（
現
漁
港
漁
場

法
）
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日
本
は
当
時
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総

司
令
部
）
の
支
配
下
に
あ
り
法
律
制

東
北
地
方
の
発
展
と
漁
業
の
振
興
に
力
を
尽
く
す

昭
和
　
年
７
月
、
衆
議
院
本
会
議
の
席
上
で
開
か
れ
た
首
班
指
名
選
挙
で
過
半
数
を
得
て

５５

総
理
に
選
ば
れ
た
鈴
木
善
幸
氏
（
写
真
中
央
）
＝
写
真
提
供
・
鈴
木
俊
一
事
務
所
＝

トラックを使って行われていた昔の選挙活動の様子。写真左は応援
演説を聞く鈴木善幸氏＝写真提供・鈴木俊一事務所＝

　
政
治
の
世
界
へ
進
ん
だ
鈴
木
善
幸
氏
は
、
水
産
施
策
や
交
通

網
の
整
備
な
ど
に
尽
力
し
、
東
北
地
方
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
ま
す
。
一
方
、
政
党
内
で
も
抜
群
の
調
整
力
を
発
揮
し
、
昭

和
　
年
に
は
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。
当
時
破
た
ん
寸
前
と
い

５５
わ
れ
た
国
家
財
政
を
立
て
直
す
た
め
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、

再
建
へ
と
導
く
路
線
を
敷
き
ま
し
た
。

【５】

昭
和
　
年
４
月
　
衆
議
院
議
員
初
当
選

２２

　
　
　
年
　
月
　
自
治
政
務
次
官

２７

１１

　
　
　
年
６
月
　
地
方
行
政
委
員
会
委
員
長

３３

　
　
　
年
７
月
　
第
１
次
池
田
内
閣
で
郵
政
大
臣

３５

　
　
　
年
７
月
　
第
３
次
池
田
改
造
内
閣
で
内
閣
官
房
長
官

３９

　
　
　
年
６
月
　
第
１
次
佐
藤
改
造
内
閣
（
１
）で
厚
生
大
臣

４０

　
　
　
年
８
月
　
第
１
次
佐
藤
改
造
内
閣
（
２
）で
厚
生
大
臣

４１

　
　
　
年
３
月
　
社
会
保
障
制
度
審
議
委
員

４２

　
　
　
　
４
月
　
宇
宙
開
発
審
議
会
委
員
長

　
年
　
月
　
自
由
民
主
党
総
務
会
長
（
以
後
通
算
　
期
）、
国

４３

１２

１０

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
委
員

　
　
　
年
５
月
　
鉄
道
建
設
審
議
会
会
長
（
以
後
４
期
）

４４

　
　
　
年
９
月
　
鉄
道
新
線
建
設
促
進
議
員
団
会
長

４６

　
　
　
年
３
月
　
衆
議
院
よ
り
永
年
在
職
議
員
と
し
て
表
彰

４７　
年
７
月
　
小
野
田
元
少
尉
救
出
謝
礼
政
府
特
派
大
使
と
し

４９

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣

　
　
　
月
　
政
府
特
使
と
し
て
原
子
力
船
「
む
つ
」
問
題
を

１０

解
決

　
　
　
年
　
月
　
福
田
内
閣
で
農
林
大
臣

５１

１２

　
　
　
年
２
月
　
日
ソ
漁
業
交
渉
で
３
回
に
わ
た
り
ソ
連
を
訪
問

５２

　
　
　
年
６
月
　
宏
池
会
代
表

５５

　
　
　
　
７
月
　
第
　
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

７０

　
　
　
年
１
月
　
「
北
方
領
土
の
日
」
（
２
月
７
日
）
閣
議
決
定

５６

　
　
　
　
３
月
　
第
２
次
臨
時
行
政
調
査
会
発
足

　
年
９
月
　
鈴
木
首
相
郷
土
入
り
。
山
田
町
名
誉
町
民
の
称

５７

号
が
授
与
さ
れ
る

　
　
　
　
　
月
　
自
民
党
総
裁
選
不
出
馬
を
表
明

１０

　
　
　
　
　
月
　
鈴
木
内
閣
総
辞
職
。
在
任
期
間
２
年
４
カ
月

１１

　
年
７
月
　
衆
参
同
日
選
挙
で
連
続
　
回
の
当
選
果
た
す
。

６１

１６

宏
池
会
代
表
を
退
任

平
成
２
年
１
月
　
政
界
を
引
退
。
衆
議
院
議
員
在
籍
期
間
　
年
４３

鈴木善幸氏の歩み

定
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
を
説
得
し
議
員
立
法
で
漁
港
法
の

成
立
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
戦
後
の
あ
ら
ゆ
る
水
産
政
策
・

制
度
の
創
設
、
東
北
新
幹
線
や
三
陸

鉄
道
な
ど
の
交
通
網
の
整
備
に
も
か

か
わ
り
、
漁
業
と
東
北
地
方
の
発
展

に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

「
和
の
政
治
」掲
げ
首
相
就
任

　
　
年
７
月
、
鈴
木
善
幸
氏
は
大
平

５５
首
相
の
急
死
を
受
け
て
第
　
代
自
民

１０

党
総
裁
に
選
ば
れ
、
第
　
代
内
閣
総

７０

理
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。
政
治
信

条
に「
和
の
政
治
」を
掲
げ
、
当
時
破

た
ん
寸
前
と
い
わ
れ
た
国
家
財
政
を

建
て
直
す
た
め
「
増
税
な
き
財
政
再

建
」
を
打
ち
出
し
、
臨
時
行
政
調
査

会
の
設
置
、「
ゼ
ロ
・
シ
ー
リ
ン
グ
」の

導
入
、
３
公
社
の
分
割
・
民
営
化
へ

の
路
線
を
敷
く
な
ど
行
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
参
院
選
に

比
例
代
表
選
挙
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
　
年
　
月
、
再
選
確
実
と
思
わ
れ

５７

１０

て
い
た
矢
先
に
鈴
木
総
理
は
辞
意
を

表
明
。
翌
　
月
に
鈴
木
内
閣
が
総
辞

１１

職
し
、
首
相
在
任
期
間
は
約
２
年
４

カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
１
月
に
は
政
界
を
引
退
。

衆
議
院
議
員
在
籍
は
　
年
に
及
び
ま

４３

し
た
。
引
退
後
も
県
漁
港
協
会
会
長

と
し
て
平
成
　
年
ま
で
漁
港
検
診
で

１１

沿
岸
各
地
を
訪
れ
、
そ
の
温
和
な
表

情
と
人
柄
で
、
国
民
か
ら
は
秦
善
幸

さ
ん
紳
と
親
し
ま
れ
続
け
ま
し
た
。

　善幸さんが総理大臣に

就任した翌日に娘が生ま

れ、病院でニュースを見

たのを覚えています。娘

には善幸さんのように温

郷土入りした鈴木総理に

花束を手渡した

和な人柄で、さち婦人のように賢く育ってほしいと願

い、「さちこ」と名付けました。２年後の郷土入りのと

きに娘と花束を渡しましたが、その時の印象がよほど

強かったのか、娘はその後しばらく紅白の幕を見て

「善幸さん」と言っていました。また、仙人峠で路面が

凍結して車が登れなかったとき、選挙運動で偶然通り

かかった鈴木俊一事務所のスタッフの方に助けていた

だいたことがあり、何か不思議なご縁を感じています。

首相就任後初の郷土入りを果たし、会場に詰め掛けた８,０００人
の町民に応える鈴木総理。胸に下げられている勲章は、この日
木下禎治町長（当時）から授与された山田町名誉町民のもの

竹 内 惠 
けい

 子 さん
こ

（織笠・５６歳）

●特集　鈴木善幸



【６】

善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る

会
（
会
長
・
沼
崎
喜
一
町
長
）」
が
設

立
さ
れ
、秦
善
幸
さ
ん
紳
と
親
し
ま
れ

た
鈴
木
元
総
理
の
勲
功
を
後
世
に
伝

え
る
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
生
誕
１
０
０
年
と
な

る
平
成
　
年
を
目
標
に
鈴
木
善
幸
像

２３

と
顕
彰
碑
の
建
立
、
鈴
木
善
幸
記
念

館（
文
庫
）建
設
基
金
の
積
み
立
て
、

記
念
行
事
な
ど
を
計
画
し
、
募
金
活

動
を
展
開
。
同
会
に
は
趣
旨
に
賛
同

す
る
個
人
や
団
体
か
ら
多
く
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
、
活
動
開
始
か
ら
わ
ず

か
２
年
余
り
で
目
標
額
を
超
え
る
約

３
９
０
０
万
円
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
と
し
て
　
年
　
月
　
日

１８

１０

２７

臣
善
幸
さ
ん
紳
の
逝
去
を
惜
し
み
、
弔
問

記
帳
所
に
は
多
く
の
町
民
が
訪
れ
た

町民お別れの会の様子。写真中央は遺族を代表
してあいさつする長男の鈴木俊一衆議院議員 「

顕
彰
す
る
会
」の
発
足

国
民
か
ら
親
し
ま
れ
た
秦
善
幸
さ
ん
紳
の
勲
功
を
伝
え
る
活
動
が
始
ま
っ
た

多
く
の
人
が
逝
去
を
惜
し
む

　
平
成
　
年
７
月
　
日
、
鈴
木
善
幸

１６

１９

元
総
理
は
　
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え

９３

ら
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
庁
舎
前
に
哀
悼
の
意
を
示

す
半
旗
を
掲
げ
、　

日
か
ら
２
日
間

２１

役
場
玄
関
ホ
ー
ル
に
弔
問
記
帳
所
を

設
置
。
町
民
ら
９
５
３
人
が
記
帳
に

訪
れ
ま
し
た
。
同
年
９
月
　
日
に
は

１１

町
中
央
公
民
館
で
「
町
民
お
別
れ
の

会
」
が
行
わ
れ
、
本
町
を
は
じ
め
近

隣
市
町
村
か
ら
７
４
０
人
が
参
列
。

地
域
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
し

た
故
人
の
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

顕
彰
す
る
会
に
募
金
集
ま
る

　
鈴
木
元
総
理
が
亡
く
な
ら
れ
て
か

ら
２
年
後
の
　
年
７
月
２
日
、「
鈴
木

１８
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平
成
　
年
７
月
、
鈴
木
元
総
理
が
逝
去
さ
れ
、

１６

関
係
者
や
町
民
に
深
い
悲
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

そ
の
２
年
後
に
「
鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を

顕
彰
す
る
会
」
が
発
足
、秦
善
幸
さ
ん
紳
の
多
大
な

功
績
を
後
世
に
伝
え
る
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

に
大
沢
小
に
大
漁
旗
を
贈
っ
た
ほ
か
、

　
月
３
日
に
は
記
念
式
典
や
鈴
木
元

１１総
理
を
し
の
ぶ
ビ
デ
オ
の
上
映
、
大

沢
小
の
全
校
表
現
劇
「
海
よ
光
れ
」

の
上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【７】

平成１８年に大沢小へ贈った大漁旗。全校表現劇「海よ光れ」のラストシーンで使用される

顕
彰
す
る
会
に
は
多
く
の
個
人
や
団
体
か

ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
（
鈴
木
元
総
理
の

出
身
校
で
あ
る
旧
東
京
水
産
大
学
の
同
窓

会
「
楽
水
会
」
に
よ
る
寄
付
金
贈
呈
式
）

第１回記念事業で行われた大沢小「海よ光れ」の一幕

趣
旨
に
賛
同
す
る
沿
岸
市
町
村
や
漁
協
関

係
者
、
町
内
各
種
団
体
な
ど
　
団
体
が
出

６０

席
し
た
設
立
総
会
の
様
子

●特集　鈴木善幸



　
鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
の
像

と
顕
彰
碑
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
７

月
　
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２０
　
会
場
と
な
っ
た
町
中
央
公
民
館
前

に
は
７
０
０
人
が
来
場
。
神
事
に
続

い
て
行
わ
れ
た
除
幕
で
は
、
親
族
の

鈴
木
俊
一
衆
議
院
議
員
や
麻
生
太
郎

衆
議
院
議
員
、
水
産
関
係
者
や
町
内

の
小
中
学
生
ら
の
手
で
幕
が
引
か
れ
、

鈴
木
元
総
理
の
像
が
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。
像
は
ブ
ロ
ン
ズ
製
で
高
さ

２
・
２
㍍
、
首
相
に
就
任
し
た
　
歳
６９

こ
ろ
の
全
身
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
着
て
い
た
ス
ー
ツ
や
靴

な
ど
も
現
物
を
元
に
再
現
さ
れ
、
像

が
そ
の
姿
を
現
す
と
会
場
か
ら
は
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
県
立
宮
古

水
産
高
校
の
生
徒
が
宮
水
太
鼓
と

エ
ー
ル
を
披
露
し
ま
し
た
。
続
い
て

行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
主
催
者

を
代
表
し
て
顕
彰
す
る
会
会
長
の
沼

崎
喜
一
町
長
が
「
善
幸
先
生
は
常
に

漁
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘

じ
、
ま
た
和
を
大
切
に
す
る
政
治
家

善
幸
さ
ん
の
遺
徳
を
後
世
に

鈴
木
元
総
理
の
像
と
顕
彰
碑
が
完
成
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
る

●特集　鈴木善幸

除幕参加者にインタビュー

　ぼくはこれまで、鈴木善幸

さんがどんな人なのか知りま

せんでした。ポスターなどで

鈴木俊一さんは見たことが

あったので、像を見てすごく

似てるなあと感じました。山

田出身で総理大臣になったと

いうことを知って、すごい人

が山田にいたということが分

かり、とても驚きました。
西 川 太 

た

 一 君
いち

（山田南小６年）

⑤

【８】

で
し
た
。
ま
た
、
偉
ぶ
ら
ず
皆
さ
ん

に
や
さ
し
く
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
町
民
は
も
と
よ
り
多
く

の
国
民
か
ら
『
善
幸
さ
ん
』
と
親
し

ま
れ
ま
し
た
。
善
幸
先
生
は
　
歳
で

９３

ご
長
寿
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
が
、

郷
土
の
生
ん
だ
大
政
治
家
と
し
て
の

灯
火
は
消
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
所
は
善
幸
先
生
が
卒
業
さ
れ

た
山
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
跡
地
で

あ
り
、
昭
和
　
年
に
総
理
大
臣
と
し

５７

て
郷
土
入
り
さ
れ
た
と
き
町
民
が
お

迎
え
し
た
記
念
す
べ
き
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
善
幸
先
生
に
は
生
誕
の
地

か
ら
三
陸
の
海
を
眺
め
、
日
本
の
国

と
郷
土
の
皆
さ
ま
の
末
永
い
安
寧
と

反
映
を
見
守
り
つ
づ
け
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
の
服
部
育
弘
代
表
理

事
会
長
の
祝
辞
に
続
き
、
親
族
を
代

表
し
て
長
男
の
鈴
木
俊
一
衆
議
院
議

員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
顕
彰
す
る
会
か
ら
銅
像

と
顕
彰
碑
一
式
が
町
に
寄
付
さ
れ
た

ほ
か
、
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
の
残
金

が
鈴
木
善
幸
記
念
館
（
文
庫
）
の
建

設
基
金
と
し
て
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
中
島
誠
之
助
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
中
島

さ
ん
は
青
年
時
代
に
善
幸
さ
ん
の
計

ら
い
で
漁
船
に
乗
り
、
外
国
へ
行
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
披
露
。
出
席

者
は
講
演
を
聴
き
な
が
ら
秦
善
幸
さ

ん
紳
の
在
り
し
日
の
面
影
を
し
の
ん

で
い
ま
し
た
。

来場者にインタビュー

　思っていたより大きく

て、立派な像ですね。善

幸さんが初めて選挙に立

候補したとき、実家の父

が県立水産学校の同級生

だったこともあって、み

んなで応援しました。後

援会の集まりがあったと

き、善幸さんにお酌した

ことを覚えています。

佐藤マサさん（長崎・７４）＝
写真左＝、 藤ヨヲさん（長
崎・７２）姉妹

ただきまして、まことに光栄のことでございます。

　私の父は山田に生を受け、小さいころから海に親

しみ、そして古里山田をこよなく愛しておりました。

政界に入りいろいろな仕事をさせていただきました

が、父は終始古里山田町をはじめとするこの三陸・

岩手県の発展と、そして水産業の振興のために尽く

したその初心を忘れなかった政治家であったと思い

ます。晴れがましいことを好まない父でしたので、

晩年は折に触れ叙勲のごさたもありましたが辞退し

ておりました。けれども、唯一お申し出を受けて大

変喜んでおりましたのは、古里山田町の名誉町民の

称号と、もう一つは大日本水産会から贈られた「水

産 翁 」という称号でした。郷里を愛し、そして水産
おう

業の振興に努めてきた父にとっては、この２つの称

号が何ものにも代えがたい誉れであったと思ってお

ります。

　今回は郷里の皆さま、そして水産会の皆さまを中

心とした方々の真心によりまして立派な銅像を建立

していただき、父も恐縮しながらも深く深く感謝を

していることと存じます。７月１９日はちょうど父

の４回目の命日でございました。その折にこのよう

な銅像を建立していただき、心から感謝を申し上げ

ます。まことにありがとうございました。

①鈴木俊一さんらの手により
行われた除幕の様子／②顕彰
する会の阿部金一副会長から
銅像一式と寄付金の目録を受
け取る沼崎町長／③宮古水産
高校の生徒による宮水太鼓の
演舞／④除幕式に先立ち披露
された山田高校吹奏楽部の演
奏／⑤記念講演で鈴木元総理
との思い出を語る中島誠之助
さん

②

③

④

①

　父を顕彰する会の皆

さま方の温かいお気持

ちによりまして、山田

町民の皆さまをはじめ、

県民そしてまた全国の

水産業会を中心とした

皆さまのご協力により

父の銅像を建立してい

お礼の言葉

　鈴 木　俊 一

【９】



【１０】
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次
代
へ
つ
な
ぐ
心
の
財
産

　
鈴
木
善
幸
元
総
理
の
特
集
に
取
り

組
む
に
当
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
献

や
資
料
を
読
み
、
あ
ら
た
め
て
そ
の

功
績
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
昭
和
８
年
の
三
陸
津
波
を
き
っ
か

け
に
、
貧
し
か
っ
た
漁
村
・
農
村
を

救
う
た
め
政
治
の
道
を
志
し
、
立
ち

上
が
っ
た
鈴
木
元
総
理
の
功
績
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
元
総
理
が
掲
げ
た
政
治
信
条

と
し
て
は
「
和
の
政
治
」
と
「
足
ら

ざ
る
を
憂
え
る
よ
り
も
等
し
か
ら
ざ

る
を
憂
え
る
」
の
２
つ
が
有
名
で
、

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　「
和
」
と
い
う
文
字
に
は
▽
や
わ
ら

ぐ
こ
と
。
お
だ
や
か
な
こ
と
▽
互
い

に
仲
良
く
す
る
こ
と
▽
う
ま
く
つ
り

あ
う
こ
と
―
―
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、

何
よ
り
も
協
調
性
を
大
切
に
し
て
い

た
鈴
木
元
総
理
。
ま
た
、
一
人
一
人

の
貧
し
さ
を
解
消
す
る
よ
り
も
、
社

会
的
不
平
等
を
解
消
す
る
こ
と
が
先

決
で
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
　
年
が
経
過
し
た
現
在
、

２８

わ
が
国
で
は
個
人
主
義
が
中
心
と
な

り
格
差
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

見
直
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

生
か
し
た
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で

進
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

ま
さ
に
、
鈴
木
元
総
理
が
大
切
に
し

た
「
和
の
心
」
の
精
神
そ
の
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
鈴
木
元
総
理
の
功
績
は
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
な
ど
目
に
見
え
る
形
で
残
さ

れ
ま
す
が
、秦
善
幸
さ
ん
紳
が
大
切
に

し
た
「
和
の
心
」
も
目
に
見
え
な
い

心
の
財
産
と
し
て
、
次
の
世
代
へ
受

け
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

【
参
考
文
献
】
　「
総
理
・
鈴
木
善
幸
そ

の
素
顔
」
岩
手
日
報
社
編
（
熊
谷
印

刷
出
版
部
発
行
）／「
等
し
か
ら
ざ
る

を
憂
え
る
。」
東
根
千
万
億
著
（
岩
手

日
報
社
発
行
）／「
山
田
町
津
波
誌
」

山
田
町
津
波
誌
編
 纂
 委
員
会
編
（
山

さ
ん

田
町
教
育
委
員
会
発
行
）

【
写
真
・
資
料
提
供
】　
鈴
木
俊
一
事

務
所
／
宮
古
水
産
高
校
同
窓
会
「
岩

水
会
」／
山
田
町
教
育
委
員
会

《
特
集
　
終
わ
り
》
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【１１】



　
東
京
近
郊
に
暮
ら
す
本
町
出
身
者
な
ど
が
集
い
、
交
流
を
深
め
合
う

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」
が
７
月
　
日
、
東
京
都
中
野
区
の
中
野
サ
ン
プ

１９

ラ
ザ
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
　
回
目
と
な
る
同
会
に
は
１
２

２３

０
人
が
出
席
。
町
か
ら
も
川
村
永
爾
副
町
長
を
は
じ
め
職
員
５
人
、
町
議

会
か
ら
昆
暉
雄
議
長
、
山
田
町
商
工
会
か
ら
阿
部
幸
栄
会
長
が
参
加
し
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
に
は
、「
懇
親
交
流
の
集
い
」
が
開
か
れ
、
参
加
者
は

年
に
一
度
の
同
郷
人
同
士
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１１２２００人人がが集集いい思思いい出出語語りり合合うう

を
顕
彰
す
る
会
に
対
し
ま
し
て
並
々

な
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
町
民

を
代
表
し
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
町
の
産
業
は
大
変
厳
し

い
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、
住

民
と
一
体
と
な
っ
て
活
性
化
を
図
り
、

古
里
山
田
の
歴
史
と
文
化
を
守
っ
て

い
く
決
意
で
す
。
引
き
続
き
町
に
対

す
る
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
　
年
度
の
事
業
報

１９

告
や
本
年
度
の
事
業
計
画
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
役
員
の
改
選
も
行
わ

れ
、
新
会
長
に
小
川
俶
弘
さ
ん
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
「
懇
親
交
流
の
集

い
」
は
昆
暉
雄
町
議
会
議
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
幕
が
開
け
、
会
場
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
山
田
の
秋
祭
り
の
シ
ー
ン

が
放
映
さ
れ
る
中
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
ふ
る
里
会
幹
事
も
所

属
す
る
隅
田
川
か
っ
ぽ
れ
七
子
ノ
会

　
総
会
で
は
、
佐
々
木
道
義
会
長
が

「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
同
会

も
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が

２３

で
き
ま
し
た
。
ふ
る
里
会
の
名
誉
顧

問
で
あ
っ
た
鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理

大
臣
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
、
明
日
、

除
幕
式
を
迎
え
ま
す
。
山
田
に
帰
省

し
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
善
幸
先
生
の
ご

尊
顔
を
拝
観
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
ご
ゆ
っ
く
り
楽

し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
川
村
永
爾
副
町
長
が
町

長
か
ら
の
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
代

読
。「
鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣新会長に就任した小川俶弘さん

ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会

第２３回

【１２】

古里のなまりも懐かしく古里のなまりも懐かし古里のなまりも懐かしくく
懐かしい顔との再会に思い出話も尽きません

に
よ
る
「
南
京
玉
す
だ
れ
」
や
「
か
っ

ぽ
れ
踊
り
」が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、特
産

品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
場

内
の
雰
囲
気
は
よ
り
一
層
和
や
か
に
。

　
ま
た
会
場
で
は
、
８
月
　
日
に
山

１５

田
で
開
催
さ
れ
る
花
火
大
会
へ
の
協

力
と
、
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
被
災

者
へ
の
支
援
が
呼
び
掛
け
ら
れ
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
郷
土
愛
あ
ふ
れ

る
多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

が
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
同
郷
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
に
満
足
し
た
様
子
。

最
後
に
地
区
ご
と
に
記
念
撮
影
を
行

い
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
つ
つ
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　今日はサークルの仲間とアトラクションにも参加しま

した。ふる里会には発足当時から参加していますが、年

に１回同郷の皆さんと会えるのが本当に楽しみです。山

田には毎年帰っていますが、最近は町内の商店が閉店し

たり宿泊施設が少ないなど、あまり町に活気がないよう

に感じます。景気が回復して古里が元気になってほしい

ですね。

年に１回の楽しみです
東京都墨田区

黒 澤 多  美 さん（７３歳)
た み

〔織笠出身・旧姓中山〕

素晴らしい自然大切に
東京都あきる野市

岸 野 則  子 さん（５１歳)
のり こ

〔山田出身・旧姓武藤〕

　ふる里山田同郷の会は以前から広報やまだを見て知っ

ていたので、いつかは出席したいと思っていました。初

めての参加で心細く夫も連れてきましたが、思っていた

より出席者が多くにぎやかな雰囲気で楽しく過ごすこと

ができました。東京生まれの夫は、毎年お盆に一緒に山

田へ帰り、自然の中で釣りをしながらのんびり過ごすの

を楽しみにしているんですよ。素晴らしい自然はいつま

でも残してほしいですね。

参加者の楽しみの一つである物産販売では
古里の味を次々に買い求めていました

アトラクションでは「南京玉すだれ」などが
披露され、大いに盛り上がりました

　学校を卒業後、就職のためにこちらに来ましたが、今

は姉妹同士近くで暮らしています。今日は学生時代の恩

師に声を掛けていただき、初めて参加しました。皆さん

が話す山田弁を聞きながら昔話や近況報告をしていると、

古里に帰ったような気持ちになりとても心が和みます。

今度帰省したときには、山田にいる母に今日のことを話

してあげたいと思います。

山田弁が心地よいです
東京都足立区

千 葉 キ ヨさん（６３歳）
　　　　　　　　　＝写真右＝

照 井 明  子 さん（５３歳）
あき こ

〔船越出身・旧姓熊谷〕

【１３】



【１４】

山
田
中
が
各
種
競
技
で
大
活
躍

　陸上競技は北上市

総合運動公園で行わ

れ、１年１５００㍍の部

に佐々木 樹  希  弥 君
じゅ き や

（１年）＝写真左＝が

出場し、４分４５秒５１

の好タイムで優勝。

また共通２００㍍ では

芳賀 祐  介 君（３年）が
ゆう すけ

出場し、２４秒０６で２

位に入賞しました。

　
第
　
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
７
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
行
わ
れ
、
山
田
中
が
軟

５５

１９

２１

式
野
球
や
柔
道
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
競
技
で
上
位
に
入
賞
し
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
が
光
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
上
位
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
競
技
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
軟
式
野
球
は
野
田
村
で

行
わ
れ
、
山
田
中
は
接
戦

に
次
ぐ
接
戦
を
制
し
な
が
ら
決
勝
へ

と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝
で
は
城

西
中
（
盛
岡
市
）
と
対
戦
し
、
初

回
に
２
点
を
許
し
た
も
の
の
、
３

回
に
四
球
を
契
機
に
３
点
を
取
り

返
し
て
逆
転
。
そ
の
後
は
無
失
点

に
抑
え
、
見
事
　
年
ぶ
り
の
優
勝

１８

を
飾
り
ま
し
た
。
主
将
の
竹
内
航

平
君
（
３
年
）
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
事
に
し
て
勝
つ
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
最
高
に
う
れ
し
い
で

す
。
１
日
で
も
こ
の
チ
ー
ム
の
仲

間
と
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
員

野
球
で
頑
張
り
た
い
」
と
、
来
月

６
日
に
行
わ
れ
る
東
北
大
会
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
出
場
選
手
…
竹
内
 航
  平
 、
山
崎

こ
う
 へ
い

 有
 

ゆ
う

 貴
 、佐
々
木
 良
  太
 、倉

き
 

り
ょ
う
 
た

本
 弘
 

ひ
ろ

 樹
 、
き

齊
藤
 亜
  南
 、千
代
川
 知
 、佐
々
木

あ
 
な
ん
 

か
ず

 康
  仁
 、上
澤
 和
  成
 、斎
藤
 和
  希
 、

や
す
 
ひ
と
 

か
ず
 
な
り
 

か
ず
 
き

阿
部
 優
  紀
 、山
本
 涼
  麻
 、菊
地
 由
 

ゆ
う
 
き
 

り
ょ
う
 
ま
 

ゆ
う

 樹
 、平
石
 凌
 、阿
部
 健
  太
 、鈴
木

き
 

り
ょ
う
 

け
ん
 
た

 一
  貴
 、昆
 和
  矢
 、福
士
 雅
  拓
 、大

か
ず
 
た
か
 

か
ず
 
や
 

ま
さ
 
ひ
ろ

釋
 一
  揮
 、阿
部
 京
  介
 、福

か
ず
 
き
 

き
ょ
う
 す
け

士
 洋
  生
 

ひ
ろ
 
き

（
い
ず
れ
も
３
年
）　《
敬
称
略
》

　柔道競技は県営武道館で行われ、女子団体の部で

初戦から順調に勝ち進んだ山田中は、決勝で石鳥谷

中（花巻市）と対戦。１－１となりましたが、先鋒

戦での一本勝ちによるポイント勝ちで１１年ぶり２度

目となる優勝に輝き、全国大会と東北大会への切符

を手にしました。また、女子個人の部でも７０㌔級で

佐々木碧衣さんが優勝、４８㌔級で柏谷菜那さんが準

優勝に輝き、東北大会への出場を決めています。

　主将の柏谷菜那さん（３年）は「みんなの分まで頑

張って、上位を目指したい」と抱負を述べています。

柔道

軟
式
野
球

　紫波町で行われた剣道競技では、女子団体

で３位、また男子個人でも昆 幸  道 君（３年）
ゆき のり

がベスト８に入賞し、東北大会への出場を決

めました。

◆団体出場選手…湊 千  明 （３年）、田村 智  恵  子 
ち あき ち え こ

（同）、田代 真  由 （同）、佐々 茜 （同）、川向 志  歩 
ま ゆ あかね し ほ

（同）、黒澤 都 （同）、中村 美  里 （２年）《敬称略》
みやこ み さと

　相撲競技は県営武道館相撲場で行われ、個人

の部・２年生決勝リーグで小林 秀  人 君（２年）が
ひで と

２位、３年生決勝リーグで佐々木 唯 君（３年）が
ゆい

６位に入賞し、東北大会の出場権を手にしました。

※写真は２位に入賞した小林秀人君

剣道

第55回県

中学総合

体育大会

陸上

相撲

Judo

Kendo TrackandFields

SumoWrestling

R
u
bberballB

aseball

◆団体出場選手…柏谷 菜  那 （３年）、
な な

佐々木 碧  衣 （２年）、白凧
あお い

 呼  鐘 （同）
こ がね

、甲斐谷 彩  花 （同）
さや か

、福士 泰  佳 
やす か

（１年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《敬称略》



陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

　
７
月
　
日
か
ら
三
期
目
の
町
政
を

１５

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
従
来
に

も
勝
る
ご
指
導
ご
 鞭
  撻
 を
お
願
い
致

べ
ん
 た
つ

し
ま
す
。

　
町
長
選
挙
に
当
た
り
、
私
は
初
め

て「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
政
策
宣
言
）」を

作
成
し
て
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
お
示

し
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間

の
主
要
施
策
が
内
容
、
時
期
、
財
源

緊急課題の漁協

支援策を進めたい

わたしたちが
作りました

大沢地区の腕自慢の皆さん。

写真左から佐々木イセさん

（６８）、千代川 照  子 さん（８０）、
てる こ

千代川 輝 さん（７６）
てる

　このコーナーでは、町管理栄養士や山田町食生活改善

推進員連絡協議会の皆さんが手軽にできるお弁当や郷土

料理、旬の食材を使った料理などを毎月ご紹介します。

第５回はお盆にお供えする昔ながらのお菓子「型団子」

と「寒天寄せ」の２品です。

　作り方 
【材料】
・型団子　米の粉、上白糖、塩、黒いりゴマ、クル
ミ、食紅（赤、緑）、片栗粉

・寒天寄せ　粉寒天、上白糖、牛乳、食紅（緑）、　
バニラエッセンス、塩

【作り方】
・型団子
①米の粉１㌔に上白糖５００㌘と塩少々を混ぜる。
②①を３等分しそれぞれに黒いりゴマ、食紅（赤）、
食紅（緑）を入れたものを作り、熱湯７００㏄ を加え
てよくかき回し、ふたをして１０分くらい置く。

③②をよくこね、４０～５０㌘くらいの大きさにちぎり、
片栗粉をふった抜き型に詰めて型をとる。

④蒸し器で１５分～２０分くらい蒸したら蒸し布ごと
冷水に浸け、荒熱を取ったらできあがりです。
・寒天寄せ
①粉寒天４㌘と水５００㏄を加えたものを中火にかけ、
焦がさないように木ベラでかき回しながら上白糖
８０㌘ を入れて溶かす。もう一つは水の代わりに牛
乳２００mlと水３００㏄を加えて同じように作る。
②牛乳を入れたものにはバニラエッセンスを加え、
もう一つには食紅（緑）と塩少々を加えて混ぜる。

③冷蔵庫で３０分～１時間ほど冷やして固めたらで
きあがり。

№５

型団子と寒天寄せ

山田町長　沼 崎 喜 一

町長就任にあたって

を
含
め
て
網
羅
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
前
回
の
選
挙
が
無
競
争
当
選
で
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
次
選
挙
は
私
の

二
期
８
年
間
の
実
績
を
問
う
も
の
で

も
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

自
立
を
目
指
す
基
本
姿
勢
を
含
め
て

有
権
者
の
皆
さ
ま
か
ら
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
批
判
票
は
謙
虚
に
受
け
止

め
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
推
進
に
当

た
っ
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
産
業
振
興
、
と
り
わ
け
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
漁
業
の
振
興
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。
早
速
、
町
内
漁

協
の
経
営
改
善
計
画
に
つ
い
て
議
会

と
の
協
議
を
進
め
、
町
と
し
て
の
支

援
策
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

　
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
世
界
的
な
食
糧
危
機
が
叫
ば

れ
、
政
府
も
食
料
自
給
率
の
改
善
に

着
手
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
三
陸
の
地
か
ら
安
全
安

心
の
食
料
・
食
材
を
提
供
し
評
価
を

高
め
な
が
ら
、
停
滞
し
て
い
る
第
一

次
産
業
の
復
興
を
進
め
る
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
さ
ら
に
町
政
発
展
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お
誓
い
し
、

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

【１５】



いまい　せいや　くん

（さくら幼稚園・６歳）

　大きくなったら消防士にな
りたいです。火を消すところ
がかっこいいなー。

【１６】

チ
ェ
リ
ー（
　
）
１０

ひ
ぐ
ら
し
の
ゲ
ー
ム
、

わ
っ
か
ん
ね
ー
ん
だ
よ
ぉ
！（
　
）
１１

ハ
ッ
ピ
ー（
　
）
１１

懐かしの歌に心遊ばせた日
　６月末に、雅声会による「明治期の唱歌から新訂尋常

小学校唱歌」という演奏会に出掛けた。

　歌い継がれてきた「故郷の空」や「海」など１７曲を、

ふるさとの四季の移ろいを思い浮かべ温もりを抱きなが

ら聞いた。夕日が傾くまで遊び過ぎてしかられたことな

ど思い出させる歌の数々に、心潤した。

　懐かしの歌謡曲では、日本の心を歌った「湖畔の宿」、

戦後のヒット曲「青い山脈」など１０曲が、心を遠い日の

優しさに運んでくれた。また、会場の皆さんとの「おぼ

ろ月夜」、いつ歌っても新鮮で満喫した。

　常日ごろ気ぜわしく過ごしているわたしも、たまには

のんびりと心遊ばせた、ぜいたくな日だった。

　　　　　　　　　菊地サカヱ（織笠・７３歳）
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夏の交通事故
防止県民運動

　時は流れ、
季節は巡って

今年も８月１
日から１０日

まで夏の交通
事故防止県民

運動が始まり
ます。山田

町では、町民
の皆さま方の

安全運転の励
行のたまも

ので、ただ今
交通死亡事故

は ０ で推移し
ていることゼロ

をまずもって
お知らせしま

す。さらなる
安全運転で

死亡事故０記
録継続が延長

することを願
いたいもの

ですが、死亡
事故は減って

はいても、重
大事故を起

こしかねない
飲酒運転は、

どの様な厳罰
になっても

後を絶ちませ
ん。この現状

を何と表現し
たらよいの

でしょうか？

　同僚や仲間
と楽しく飲ん

で陽気なひと
ときを過ご

したら、運転
代行などを使

って帰宅すれ
ば奥さんの

小言のひとつ
はあるかもし

れないが、最
低でも加害

者にならず、
重大なる罪を

犯すことは絶
対にないと

思われます。
それなのに自

分は酔っては
いないと過

信し、飲んで
いることを棚

に上げてハン
ドルを握る

ことで、円満
な家庭を一瞬

にしてすべて
崩壊させか

ねないことを
よく認識して

ほしいもので
す。家族の

幸せのために
安全運転を心

に刻み、夏の
交通事故防

止県民運動を
盛り上げて交

通弱者（子供
と高齢者）

を交通事故か
ら守ってほし

いものです。

西舘　昼（船
越・？歳）

川
野
美
穂（
　
）
１１

川
野
愛
美（
６
）

堀
合
悠
斗（
８
）

神崎（１２）

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。
【１７】

湊
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？
）

フレンドプッ
カ（１１）

山
﨑
歩
実（
８
）

ダメ人間（２５）

ナ
ビ
★
ル
ナ（
　
）
１１

堀
合
絹
花（
９
）

　
　
　
　
　（
?
）

山田よいとこ好きな町（１５）
　関口長次郎家の初代佐藤 豊  前 信政は、文治元年（１１８５）出羽を出て

ぶ ぜん

 陸  奥 に入った。兄の継信は屋島で討ち死にしたが、常に深く信心して
む つ

いた熊野権現の尊像は義経により信政に渡された。それを祭ったのが、

この家の裏山藤ノ森にある熊野神社であると佐藤家古文書に記されて

いる。この初代が豊前信政と名乗ったのは、豊間根の手前に住んでい

たから豊前で、これがもし豊間根だったら 豊  中 、それより北側だった
ぶ ちゅう

ら 豊  後 と名乗ったかも。昔の殿様は 筑  前 、 筑  後 とか、 備  前 、 備  中 の 守 
ぶん ご ちく ぜん ちく ご び ぜん びっ ちゅう かみ

などと名乗っているので、わたしなりに一人思い入り、つまらぬこと

を楽しんでいるだけですけどねぇ。こんな調子で、山田を訪れてくだ

さる観光客の方々にお話しながらご案内するのも良いのではないかと

思う。

　ところで、山田でも昨年から観光案内ボランティアの養成を始めた。

わずかな予算だが、もし参加者が単なる遊び心で、バスでの遊楽や昼

食だけを楽しみに参加しているのであれば、貴重な町予算の無駄遣い

になるのでは。大変な瀬戸際に立っているわが郷土にとって、心ある

町民の参加のみがこの町を救える気がしてならない、と愛郷の念が切

に胸を打つ。

　また話が横にそれた。閑話休題。

　１５年ほど前、札幌新聞社が主催で、「義経伝説探訪の旅」という団

体旅行の一行から突然電話があった。山田の義経伝説を伺いに参りた

いのでよろしくとのことだった。当時わたしたちは「山田ふる里を考

える会」を立ち上げ、会長に佐藤光作さん（長次郎家のご主人）のも

とで、山田のためにといろいろな活動をしていた。旅行団が来る前夜、

会長さんと２人で一行が宿泊していた釜石の 魚  抱 大観音さん前の旅館
ぎょ たく

を訪れた。旅行団のリーダーは、かの有名なＳＦ作家の荒巻義雄さん

と、札幌新聞社の記者で北海道新聞社の編集委員も務めるノンフィク

ション作家の合田一道さんのお２人だったので驚いた。しかも観光旅

行に同行してきたのは、なんと北海道 平  取 町周辺のアイヌ民族の人た
びら とり

ちで、それも３０人ほどの大勢の皆さんだったのに二度びっくりした。

早速、主立った方々と名刺を交換して話し合いに入った。いろいろな

話題に話も弾んだが、夜もふけて、翌日の再会を楽しみにして宿を退

出、車で夜道を帰宅した。役場にも連絡してあったが、当時は観光に

あまり関心が無かったようで、そちらで対応するようにとのことだっ

た。

　アイヌの町平取町には知る人ぞ知る義経神社もあり、アイヌの方々

は今も昔も義経のことを「ホンカン」様（ 判  官 がなまったのかも）と
はん がん

呼んでいて、深く信仰しているそうです。伝説に義経は 蝦  夷 地へ行き、
え ぞ

狩猟民族のアイヌの方々に農耕を教えたことで彼らの暮らしが豊かに

なったからだそうです。だからアイヌの方々は義経の大ファンなんで

すね。

（つづく）

　　　　　　　　ペンネーム・山田北州（山田・８７歳）

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

海岸清掃で感じたこと
　７月５日に浦の浜での海岸清掃に参加しました。大人から子供までたくさんの人が参加していました。特に裏の山にゴミがたくさんありました。清掃が終った帰り道に、ゴミを捨てる人は、自分の心にゴミ無いのかと思いました。皆さん、ごみは持ち帰りましょう。

佐藤啓子（船越・？歳）

福士正子（６８）

E
-zuka

　



【１８】

町老人囲碁将棋大会を開催

緊張感漂う熱戦繰り広げる

　町老人クラブ連合会（佐々木源衛会長）主催の山田町

老人囲碁将棋大会が６月２７日、町中央コミュニティセン

ターで開かれました。大会参加者は、囲碁の部に１２人、

将棋の部に６人の腕に自信のある愛好家たち。開会式の

後、佐々木会長の開始の掛け声とともに大会が幕を開け、

選手たちは緊張感の漂う雰囲気の中、熱い対局を繰り広

げました。なお、入賞者は以下のとおりです。

試囲碁の部　優勝　山本誠（田の浜・６０）、準優勝　川端

信作（長崎・７０）、第３位　関初己（長崎・６１）

試将棋の部　優勝　昆野壽雄（織笠・７６）、準優勝　白 

輝男（織笠・６８）、第３位　 々木繁美（織笠・７６）

　　　　　　　　　　　　　　　　《敬称略》

老人クラブと保育園児の交流

交通安全を願い七夕を飾る

　７月４日、中央老人クラブが山田第二保育所・山田中

央保育園の園児と合同で「地域交通安全七夕」作りを行

いました。これは、同クラブが子供たちの交通安全を願

い数年前から行っていたものを、今年は子供自身にも安

全について考えてもらおうと各保育所に参加を呼び掛け

たもので、この日参加したのは４０人。会場となった役場

町民ホールでは、同クラブ会員がこの日のために準備し

た色とりどりの飾りや短冊を園児らと協力して飾り付け、

出来上がった七夕飾りを山田交番と役場に贈ったほか、

各保育所に１本ずつ持ち帰りました。園児たちはお礼に

各保育所で開かれた七夕祭りに同クラブの会員を招待し、

お互いに交流を深めていました。

　７月２１日、織笠白石地区の畑で農作業体験が行われま

した。同地区の農業者で作る白石中山間地域等直接支払

協定組合（越田正一郎組合長）が農業への理解と地元で

取れた安心・安全な食材の普及を目的として開催したも

ので、町内から集まった３０人の参加者が広さ１５㌃ほどの

畑にソバの種約７㌔をまきました。参加者は慣れない姿

勢での作業に苦労しながらも、自らの手で育てたソバの

収穫を楽しみにしていました。なお、１０月には収穫した

ソバでそば打ちと試食が行われる予定となっています。

織笠白石地区でソバの種まき

１０月の収穫に期待膨らむ

　今月の題字

小 林 未  空 ちゃん
み そら

　　　（轟木小３年）

【１９】
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。

　８月は松明かしや花火など、火を取り扱う機
会が多くなります。ご家庭での火の用心を心掛
けましょう。
　花火をするときには諮風の強い日は避ける諮
注意書を必ず読む諮燃えやすいものがない場所
を選ぶ諮水バケツを用意する諮子供だけで遊ば
ない――などの注意事項をよく守って楽しく遊
びましょう。
◆問い合わせ　山田消防署（察８２－３１３９）へ。

ご家庭での火の用心を

「夕市の会」からの贈り物

涼しい布ぞうりに園児大喜び

　夕市の会（松﨑美代子代表・会員２９人）から轟木児童

館に布ぞうりが贈られました。これは、同会が今年１月

のそば打ち体験で一緒に作業したのが縁で、同館の園児

たちへ楽しかったお礼にと実施されたものです。会員ら

は６月ころに布ぞうりの作り方を農業普及員から習い、

２日間かけて園児と職員分の１５足を製作。７月２３日には

同館を会員４人が訪れ、子供たちに布ぞうりを手渡しま

した。雨上がりで蒸し暑かったこの日、布ぞうりを履い

た子供たちは「履き心地が涼しい」と大喜び。ホールの

中を歩き回り、布ぞうりの感触を楽しんでいました。

履き心地を楽しみな
がらホールを歩き回
る子供たち（上写真）
／松﨑代表から子供
たち一人一人に布ぞ
うりが手渡されまし
た



　選べるふるさと納税の使い道

①産業振興…農林水産業などの地域特性を生かした産業

の振興に使用します。

②環境対策・生活基盤整備…山田の海を守る会事業など

の環境保全や道路などの生活基盤整備に使われます。

③福祉…高齢者や障がいがある方とともに支え合い、と

もに生きる地域福祉事業に使われます。

④子育て支援…子供を安心して生み育てることができる

社会環境づくりに使われます。

⑤教育・文化…心豊かでたくましく生きるひとづくり事

業に使われます。

⑥地域づくり…住民参加と協働で自律を目指すまちづく

りに使われます。

⑦その他…使い道について、特にご希望がある場合は具

体的に指定することができます。

⑧町政一般…町長に使い道をお任せします。

　ふるさと納税として納めていただいた金額のうち、

５,０００円を超える分が所得税と住民税の控除対象になり、

確定申告や住民税申告をすることで税額が軽減されます。

所得税軽減額＝（年間寄付額ー５,０００円）×所得税率

住民税軽減額＝次の①と②の合計

①基本控除＝（年間寄付額－５,０００円）×１０％

②特例控除＝（年間寄付額－５,０００円）×（９０％－所得税率）

※年間寄付額は、１月から１２月までの間の寄付合計額で

す。控除対象になる寄付額には上限があります。

　軽減を受けるためには確定申告か住民税申告が必要です

　ふるさと納税を納めていただいた方には、受領書と「寄

税　　率課　　税　　所　　得

 ５％１９５万円以下

１０％１９５万円超～３３０万円以下

２０％３３０万円超～６９５万円以下

２３％６９５万円超～９００万円以下

３３％９００万円超～１,８００万円以下

４０％１,８００万円超

　納付方法は次の４種類となります。「ふるさと納税申

出書」でご希望の納付方法を選択し、必要事項を記入し

てお送りください。

　ふるさと納税申出書の用紙を希望する方には、郵送や

ファクス、電子メールでお送りいたします。また、山田

町役場ホームページでダウンロードすることもできます

ので、ご利用ください。

役場ホームページ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｙａｍａｄａ.ｉｗａｔｅ.ｊｐ/

　納付方法

①金融機関で納付

　納付書をお送りしますので、金融機関でお納めくだ

さい。なお、現在利用できる金融機関は岩手銀行と北

日本銀行の本店、各支店となっています。

②全国のゆうちょ銀行・郵便局で納付

　納付書をお送りしますので、ゆうちょ銀行・郵便局

でお納めください（全国どこでも利用できます）。

③現金書留で納付

　現金書留にてお送りください。なお、郵送料はご負

担いただきますよう、お願いいたします。

　送付先

　〒０２８－１３９２岩手県下閉伊郡山田町八幡町３－２０

　山田町役場「ふるさと納税」担当あて

④役場に現金を持参して納付

　直接現金でも納付できます。役場４階の企画財政課

へお越しください。

選択できる使い道

《参考》所得税率

税額が軽減されます 附証明書」が発行されますので、この書類を添えて確定

申告または住民税申告をしてください。控除によって所

得税が軽減された場合、源泉徴収の方は還付となり、申

告納税の方は納める税額が少なくなります。また、住民

税が軽減される場合は翌年度の税額が少なくなります。

ふるさと納税制度ふるさと納税制度でで
町を応援しません町を応援しませんかか

納付方法は４種類

【問い合わせ】役場企画財政課

財政担当（察８２－３１１１内線４３１）

　納めていただいた「ふる

さと納税」は、町のさまざ

まな事業に使われますが、

産業振興や福祉など、使い

道を特定の分野に指定する

ことができます。

　ご寄付していただく際に、

次の８項目から希望する使

い道をお選びください。

　本年から、新しくふるさと

納税制度がスタートしました。

これは、出身地や特別に応援

したいと思う都道府県や市町

村に寄付をすることで、所得

税やお住まいの市町村の個人

住民税が軽減される制度です。

ふるさと納税で、遠く離れた

地から町を応援しませんか。

【２０】



　宮古地方振興局水産部では、山田漁港内

海底の土砂上げ作業を行います。運搬車が

町内を走行するため、周辺の皆さんには騒

音などでご迷惑をお掛けしますが、ご理解

とご協力をお願いします。

試工事期間　８月４日～９月３０日

※毎週日曜日と８月１３日～１６日は除きます。

試運搬時間　午前９時～午後５時

試施行業者　大坂建設㈱（察６２－２３０５）

試問い合わせ　宮古地方振興局水産部（察

６４－２２１６）へどうぞ。

◆運搬車両の経路

山
田
漁
港
内
で
土
砂
上
げ
作
業

　
運
搬
車
の
騒
音
な
ど
に
ご
理
解
を

支出額（千円）件　数項　　　目

２５５４２総会･大会などの祝い金

２２７会　 費・負担金

３０１寸 志 な ど

００激 励 金

００見 舞 金

００折　 衝・懇　 談

３５４香 典

００土 産 品

３４２５４合 計
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予
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会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
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会
計
）
の
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・
四
半
期
（
４

月
１
日
～
６
月
　
日
）
の
も
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で
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す
。

食糧費旅　費課　　　　名

１９１８０４総 務 課

６１３７５企 画 財 政 課

０７６税 務 会 計 課

１５８４７２産 業 振 興 課

１２１０７住 民 生 活 課

１２３７保 健 福 祉 課

０３９１地 域 整 備 課

２９７１０４消 防 防 災 課

０７１水 道 事 業 所

１２２３６議 会 事 務 局

９４２５選挙管理委員会事務局

０２０監査委員事務局

０１４０農業委員会事務局

１７４４教育委員会事務局

８４３３,１０２合　 　 　 　 計

◆町長交際費の執行状況

◆旅費・食糧費の執行状況（千円）

龍昌寺

山田町役場

山田郵便局

至 大槌

至 宮古

ＪＲ陸
中
山
田
駅

土砂上げ場

土砂捨て場

　胃がん検診と肝臓・胆のう・腎臓検診が実施されま

す。まだ申し込みをしていない方でも受診できますの

で、希望する方は直接会場へお越しください。

◆日　　程　　　　　　　　　　　　　　　　〔８月〕

◆時間　午前６時半～８時

◆対象　４０歳以上の人（昭和４４年３月３１日以前に生

まれた人）

◆検診料　胃がん検診…１,５００円

　　　　　肝臓・胆のう・腎臓検診…１,３００円

◆注意事項　諮検診前日の夜８時から当日の検診終了

まで飲食物（アルコール類を含む）は取らないでく

ださい諮検診前日の就寝時まで水、お茶は飲んでも

構いません諮普段から服用している薬はお飲みくだ

さい諮当日は検診終了までたばこは吸わないでくだ

さい諮当日はできるだけ用便を済ませてからお越し

ください。

◆問い合わせ　役場保健福祉課健康管理担当（察８２－

３１１１内線 １６１）へどうぞ。

会　　　　場期　　日対象地区

船 越 公 民 館１８日～２０日船　　越

船 越 漁 村 セ ン タ ー２１日、２２日田 の 浜

保 健 セ ン タ ー
２３日、
２５日～３０日

山　　田

　
町
で
は
、
よ
り

公
正
で
透
明
な
町

平成２０年度
第１四半期

　町では、要支援・要介護認定者を除く６５歳以上の方

を対象とした生活機能評価を実施します。これは、高

齢者に起こりやすい危険な老化のサインを発見し、介

護予防に取り組んでいただくため実施するものです。

　９月に実施する特定健診などを申し込んでいる方に

は、事前に「介護予防のための生活機能評価票」をお

送りしますので、質問事項をご記入のうえ健診会場へ

お持ちください。ご持参いただいた評価票により介護

予防の必要性が高いと判定された人には、健診と合わ

せて心電図や貧血などの検査を受けていただきます。

胃がん検診、肝・胆・腎胃がん検診、肝・胆・腎検検診診

日常生活の様子など簡単な質問に答
えていただき、生活機能の状態を判
定します。

①評価票に
よる判定

生活機能評価で介護予生活機能評価で介護予防防
６６５５歳以上の方が対象で歳以上の方が対象ですす

医師による問診、心電図検査、貧血検
査、身体測定、血圧測定などの検査
を行います。

②生活機能
の検査

◆生活機能評価の内容

　なお、生活機能評価の結果、介護予防が必要だと判

断された方には、１２月から来年３月にかけて町が実施

する介護予防教室への参加をご案内します。

◆問い合わせ　役場保健福祉課包括支援センター（察

８２－３１１１内線 １７０）へどうぞ。

介護予防の必要性が高いと判断

【２１】

保健のコーナー



【２２】

　日本赤十字社岩手県支部では、

岩手・宮城内陸地震で被災され

た方々に対する義援金の募集期

間を延長しました。義援金は郵

便振替のほか、役場保健福祉課

の窓口でも受け付けています。

試郵便振替口座

・口座番号　０２２５０－３－９２３２１

・口座名義　日本赤十字社岩手

県支部

※通信欄には、「岩手・宮城内陸

地震　岩手県」と明記してく

ださい。

試受付期限　８月３１日

試問い合わせ　役場保健福祉課

地域福祉担当（内線１３２）へ。

　放送大学岩手学習センターで

は、平成２０年度第２学期生（１０

月授業開始）を募集します。放

送大学は衛星放送やビデオテー

プなどを利用して自宅で授業を

受ける通信制の大学です。全科

履修生として４年以上在学し、

所定の単位数を修得すれば、学

士（教養）の学位が取得できま

す。入学試験もありませんので、

どなたでも学べます。

試入学資格と入学料

・全科履修生（４年間）…１８歳

以上・２２,０００円

・選科履修生（１年間）…１５歳

以上・８,０００円

・科目履修生（６カ月間）…１５

歳以上・６,０００円

試授業料　１科目１１,０００円（教

材費を含みます）

試受付期限　８月３１日

試申込先・問い合わせ　放送大

学岩手学習センター（岩手大

学内察０１９－６５３－７４１４）へ。

　県では、宮古地域介護・保健

福祉協議会の委員を募集します。

試募集人数　２人

試応募資格　昭和４３年４月２日

以前生まれで、宮古管内に住

んでいる方（公務員や保健、

福祉、医療の現場に職業とし

て従事している方は除きます）

試委員の業務　宮古地域介護・

保健福祉協議会に出席し、宮

古地域の保健福祉施策などに

ついて意見・提言を行う

試任期　９月から来年３月３１日

まで

試応募方法　宮古地方振興局保

健福祉環境部に備え付けの応

募用紙に必要事項を記入し、

提出してください。

試応募締め切り　８月２９日

試応募先・問い合わせ　宮古地

方振興局保健福祉環境部（察

６４－２２１３）へどうぞ。

試職種と応募資格

・一般曹候補生…１８歳以上２７歳

未満の男子・女子

・航空学生…１８歳以上２１歳未満

の男子・女子（高校卒業以上

または卒業見込みの人）

・２等陸・海・空士…１８歳以上

２７歳未満の女子（男子は年間

を通じて募集しています）

試試験日　９月１６日から２９日ま

でのうち、１日か２日間（職

種により異なります）

試試験会場　申し込み受け付け

時にお知らせします。

試受付期間　８月１日～９月１０日

試申込書の請求先・問い合わせ

自衛隊宮古地域事務所（察６３

－３８８１）へどうぞ。

　第５５回岩手県相撲選手権大会

が開催されます。参観は自由で

すので、皆さんご来場ください。

試日時　８月１０日（日）

　　　　午前９時～

試場所　前須賀公園相撲場

試問い合わせ　大会事務局（安

海光雪察０１９－６４１－８２７７）へ。

◎山田町戦没者追悼式を開催

　山田町戦没者遺族連合会と町

では、戦没者を追悼し恒久平和

を誓うため、戦没者追悼式を開

催します。

試日時　８月２３日（土）

　　　　午後１時半～

試場所　町中央公民館大ホール

試式典の方式　無宗教、献花方式

◎８月１５日は黙とうにご協力を

　先の大戦における全戦没者に

対し、国を挙げて追悼の意を表

わすとともに平和を祈念するた

め、８月１５日の「戦没者を追悼

し平和を祈念する日」に、政府

主催の全国戦没者追悼式が日本

武道館で開催されます。本町で

も正午の黙とうに合わせサイレ

ンを吹鳴しますので、町民一人

一人がそれぞれのご家庭、職場

などで黙とうを捧げられますよ

うご協力をお願いします。

◆問い合わせ　役場保健福祉課

地域福祉担当（内線１３３）へ。

　税関では、戦後海外から引き

揚げてこられた方々からお預か

りしている未返還の保管証券類

をお返ししています。家族の方

でも請求できますので、心当た

りの方はお問い合わせください。

試返還する物　・帰国の際に上

陸地の税関または海運局に預

けた通貨や証券　・帰国前に

樺太、満州にあった在外公館

または日本人自治会に預けら

れた通貨や証券などで、日本

に返還されたもの

試問い合わせ　宮古税関支署

（察６２－６５５９）へどうぞ。

　戦時中、事変地や戦地の区域

に派遣された旧日本赤十字社救

護看護婦または旧陸海軍従軍看

護婦の方に対し、内閣総理大臣

名の書状を贈呈していますので、

該当する方はご連絡ください。

なお、慰労給付金受給者は対象

になりません。

試請求期限　来年３月３１日

試連絡先・問い合わせ　総務省

大臣官房管理室業務担当（察

０３－５２５３－５１８２）へどうぞ。

　平和祈念事業特別基金では、

恩給欠格者、戦後強制抑留者、

引揚者に特別慰労品を贈呈して

います。請求期限が来年の３月

３１日までとなっていますので、

お早めに請求してください。

※引揚者は終戦の日まで引き続

き１年以上外地で生活したご

家族全員が対象となりますが、

恩給欠格者と戦後強制抑留者

についてはご本人以外は対象

になりません。

試請求先・問い合わせ　独立行

政法人平和祈念事業特別基金

（察０１２０－２３４－９３３）へ。

　県立美術館では、遠方にお住

まいの皆さんに美術品や企画展

を気軽にお楽しみいただくため、

無料バスツアーを開催します。

どうぞご利用ください。

試期日　８月２１日、２４日

試日程　往路：午前７時１５分

ＪＲ陸中山田駅前発⇒１０時半

県立美術館着（午後２時２０分

まで見学）復路：午後２時半

県立美術館発⇒５時４５分　Ｊ

Ｒ陸中山田駅前着

※昼食は見学時間内に各自で済

ませてください。

試定員　４５人（参加者が２０人に

満たない場合は中止すること

があります）

試観覧料　一般８００円、高校生

５００円、小・中学生３００円

試申込期限　８月６日

試申込先・問い合わせ　県立美

術館（察０１９－６５８－１７１１）へ。

恒久平和祈念し
戦没者の追悼を

通貨・証券などを
引き揚げ者に返還

岩手宮城内陸地震
義援金を受け付け

放送大学で学ぼう
第２学期生を募集

地域の保健・福祉
協議会の委員公募

自衛官の採用試験
９月に実施します

戦地での衛生勤務
従事者へ書状贈呈

県の相撲選手権
大会にご来場を

特別慰労品の請求
手続きはお早めに

無料バスに乗って
美術館を楽しもう

まちで出会ったか
わいい笑顔

●１ ７月１９日に開かれた「ふる里山

田同郷の会」の参加者数は？

　佳２０人　加１２０人　可２１０人

●２ １６㌻「ぼくのゆめ」に登場し

た、いまいせいやくんの将来

の夢は？

　佳消防士

　加警察官

　可パイロット

●３ ７月２３日に轟木児童館へ布ぞ

うりを贈ったのは○○の会？

　佳朝市　加昼市　可夕市

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん６人

のうち、男の子は何人？

　佳３人　加４人　可５人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、ご応募ください。全問

正解者の中から抽選で１０人に

５００円の図書カードをプレゼン

ト。応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　８月１８日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ｂ、②－Ｃ、

③－Ａ、④－Ｂでした。応募者

数は４１人で４０人が正解。抽選の

結果次の１０人が当せんしました。

山田＝堀合悠斗（８）　八幡町＝

佐々木信幸（？）　長崎＝横田光

雄（６５）、中村瑞季（７）　飯岡

＝佐々木順子（４５）　船越＝山﨑

歩実（８）、田口樹奈（２４）　豊

間根＝村上ケイ子（５８）　荒川＝

佐藤渉（５）　埼玉県川口市＝田

口勇一（２４）　　　　<敬称略>

【２３】

◎郷土史講座

　南部相撲の育成発展に当たっ

た江戸時代末期の行事長瀬越後

の 末  裔 、北浜町の長瀬家を訪問
まつ えい

し、古文書調査を行った木梨雅

子先生（奈良女子大助教授）を

講師に招き、郷土史講座を開催

します。どうぞご来場ください。

試日時　８月９日（土）

　　　　午後２時半～４時半

試場所　船越公民館

試内容　南部相撲物語「南部角

芝土俵と長瀬家」

試受講料　無料

◎パッチワーク教室

　初心者を対象にしたパッチ

ワーク教室を開催します。お気

軽にご参加ください。

試期日　９月８日、２２日、２９日、

１０月６日（いずれも月曜）

試時間　午後１時半～４時

試場所　船越公民館

試内容　手さげ作り

試参加料　１,８００円（材料代）

試定員　１０人（先着順）

試申込期限　８月７日

◆申込先・問い合わせ　船越公

民館（察８４－３２３２）へ。

船越公民館で各種
講座開催されます

各種相談あります
お気軽にご利用を

　財団法人岩手県下水道公社で

は、排水設備責任技術者試験を

実施します。

試受験資格

・下水道に関する技術上の実務

経験が１年以上ある高校卒業

以上の人

・土木工事の実務経験が５年以

上ある人

試試験日時　１０月２６日（日）

　　　　午後１時～４時４０分

試試験会場　岩手産業文化セン

ター・アピオ（滝沢村）

試受験料　３,０００円

試申込期限　８月２９日

試申込先・問い合わせ　役場地

域整備課下水道庶務担当（内

線２１２）へどうぞ。

排水設備技術者の
試験実施されます

　宮古地区広域行政組合では、

不用になった衣類やおもちゃな

どの再利用を促進するため、フ

リーマーケットを開催します。

試日時　８月３１日（日）

　　　　午前９時～正午

試場所　みやこ広域リサイクル

センター（宮古市小山田）

――　出店者を募集　――

　上記フリーマーケットへの出

店を希望する方は、８月２５日ま

でに電話でお申し込みください。

試出店資格　宮古管内に住む人

試売場面積　２.５㍍×２.５㍍

試出店料　無料

※出店場所に敷くシートは、出

店者が準備してください。

◆申込先・問い合わせ　みやこ

広域リサイクルセンター(察

６３－７７５３）へどうぞ。

◎行政相談

試日時　８月２１日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試相談内容　国や県、市町村の

仕事で納得できないことなど

試相談員　行政相談委員

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

◎特設人権相談

試日時　８月２０日（水）

　　　　午前１０時～午後３時

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試相談内容　親子関係、夫婦関

係、近隣関係、差別、いじめ、

虐待など人権に関する相談

試相談員　人権擁護委員

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

◎交通事故巡回相談

　交通事故や保険の請求などで

お困りの方は、ご相談ください。

試日時　８月２０日（水）

　　　　午後１時～３時

試場所　釜石地区合同庁舎（釜

石市新町）

試申込期限　８月１９日

試申込先　釜石地方振興局企画

総務部（察０１９３－２５－２７０１）へ。

試問い合わせ　県立県民生活セ

ンター（察０１９－６２４－２５８６）へ。

◎自動車保険請求相談センター

　日本損害保険協会では全国に

相談センターを設置し、交通事

故の解決でお困りの方の相談に

無料で応じています。

試相談日　土曜、日曜、祝日を

除く毎日

※弁護士相談日は毎月第２・第

４水曜日（予約制）

試時間　午前９時～正午、午後

１時～５時

試相談内容　自動車損害賠償責

任保険、賠償問題の解決など

試相談先・問い合わせ　盛岡自

動車保険請求相談センター

（盛岡市中央通２－２－５察

０１９－６２４－２５８６）へどうぞ。

　岩手県障害者技能競技大会が

開催されます。

試日時　９月２８日（日）

　　　午前９時～午後３時

試場所　県立産業技術短期大学

校（紫波町）

試種目　パソコン（ワープロ）、

パソコン（表計算）、洋裁、縫

製、木工、喫茶サービス

試対象　平成５年４月２日以前

生まれで、障害者手帳などを

お持ちの方や知的障がいがあ

る方

試参加料　無料

試申込期限　８月２５日

試申込先・問い合わせ　鋤岩手

県雇用開発協会（察０１９－６５２

－８０８０）へどうぞ。

８月の町長面談日
試日時　８月１９日（火）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

フリーマーケット
宮古で開催します

県内の障がい者の
技能競技大会開催



佐　藤　 花 　 音 
か のん

（飯岡・誠也・女）

おめでた・おくやみ

６月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　広田 陸 （政彦・男）、鎌田 芹 （篤・女）
りく せり

試船越　斎藤せりは（雄太・女）

試田の浜　貫洞 響  心 （圭太・男）、泉谷 康  平 
き しん こう へい

（和範・男）

試大浦　飯野 雄  仁 （健・男）
ゆう と

試織笠　山屋 翔夢 （晃浩・男）
つ ば さ

試豊間根　高木 希  実 （信行・女）
のぞ み

〔結婚した二人〕（　）は住所

稲川伸（織笠）・松下愛美（豊間根）

豊間根利昭（豊間根）・伊藤紗織（豊間根）

霜上俊直（盛岡市）・篠澤瞳（織笠）

山﨑英紀（船越）・伊藤佑利夏（船越）

佐々木誠示（荒川）・東海林夏枝（中央町）

齋藤栄進（荒川）・中屋鋪律子（宮古市）

大久保英夫（宮古市）・前川喜春（飯岡）

鈴木雄大（宮古市）・芳賀恵子（豊間根）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　大宮ハツエ（８７）、白土光枝（７６）、

浜村キミ（８８）、福士サミ（８３）、 藤久（６９）、

 達雄（８０）

試田の浜　山﨑喜重郎（７７）

試織笠　 々木キヨ子（５９）、沼﨑與平（８２）、

佐々木清一（４５）

試大沢　古舘トミ（９８）、福士マツ（８４）

試豊間根　 藤ミワ（７８）、芳賀フミ（９２）、

澤田ハマ（８０）、栗原弘（８５）

試荒川　斎藤香織（２５）

◆
先
日
、
仕
事
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
島

へ
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
こ
の
歳
に

な
っ
て
の
初
上
陸
で
す
。
白
い
砂
浜

と
透
き
通
っ
た
海
に
感
激
し
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
子
供
を
連
れ
て
海
水
浴

を
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

◆
広
報
を
担
当
し
て
丸
５
年
に
な
り

ま
す
が
、　

㌻
の
特
集
に
取
り
組
ん

１０

だ
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
貴
重

な
資
料
や
情
報
を
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町民のうごき
（６月 1 日～３０日）

試出生……１１人　　試転入……２５人

試死亡……１８人　　試転出……２６人

試人口…１９,８８６人（今月減８人）

　男…９,５３６人　女…１０,３５０人

試世帯数………………７,２３０世帯

「広報やまだ」は環境に優しい再生紙と
大豆油インキ（植物油）を使用しています。

山　﨑　 永 　 遠 
と わ

（飯岡・友彦・男）

箱　石　 海 　 翔 
かい と

（大沢・剛弘・男）

佐　藤　　　 海 
かい

（山田・卓也・男）

山　﨑　 天 　 音 
あま ね

（織笠・武彦・女）

山　﨑　 光 　 将 
みつ まさ

（船越・重光・男）

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。

【２４】
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２０

第２回花火大第２回花火大会会
山田町商工会青年部主山田町商工会青年部主催催

●文 ●和 

と　き　8 月 1 5日（金）　
　　　　出店　午後３時～
　　　　　　　（イベントも開催予定）
　　　　花火打ち上げ　午後８時～

ところ　山田漁港（防波堤より打ち上げ）

※悪天候の場合は、１６日（土）に延期します。

◆問い合わせ
　山田町商工会青年部（察82－2515）へどうぞ。
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